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要    旨 

 

地域おこし協力隊制度は，都市部から中山間地域への移住と地域づくり活動の促進を目的に総務省通知

により創設された事業である。平成 20 年度に創設されて以来，協力隊員数は増加を続けているが，現場で

は課題も多い。そこで，協力隊の活動を円滑に進めると同時に，定着率向上が図れるよう，事業の参考と

なる資料を作成した。本報告は，これらの資料の内容を紹介するとともに，今後の事業実施の留意点につ

いて述べたものである。作成した資料は①協力隊員などのワークショップの結果に基づいて，協力隊員・

地域・行政の三者の協働体制のあるべき姿についてまとめた「七カ条」，②協力隊員への聞取りを基に，協

力隊員のノウハウ・工夫をまとめた「心得集」，③自治体及び配属先地域・組織が事業を導入・見直す際の

ポイントをまとめた「チェックポイント」の 3 点である。協力隊事業は属人的な面が大きく，きめ細かな

フォローが欠かせない。これまでの事例の蓄積を基に，入念に設計・フォローを進めていくことが望まれ

る。 
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Ⅰ はじめに 

 地域おこし協力隊（以下，「協力隊」とする）は，平成

20 年度に総務省通知により創設された制度である。事業

の目的は「都市部から中山間地域への担い手となる人材

の移住を図るとともに，地域づくり活動を進めること」

とされている〔1〕。 

協力隊制度の創設から平成 25年度で 6年目となり，任

期が満了した協力隊員の定着や地域の活性化などの成果

が，様々な媒体で報告されている。一方，協力隊員の定

着率は全国では約 5 割〔2〕，島根県では約 4 割〔3〕に留ま

り，任期満了を待たずに途中離職する事例も多く見られ

る。これらの背景としてまず想定されるのは，任期満了

後に生計を立てる目途が立たないことである。しかし，

これまでに行ってきた協力隊員へのヒアリングなどから

は，配属先地域・組織や居住地域での人間関係構築の困

難さや，活動内容に対する認識のズレ，行政・配属先の

対応への不満，精神面のフォロー不足など，活動を進め

る上での様々な課題を聞き取ることができた。今後，地

域おこし活動をより一層推進し，また，協力隊員の定着

率を上げていくための改善策が必要と考えられる。 

そこで，ヒアリングなどの結果を整理し，協力隊及び

行政，受入組織・地域の参考となる資料を作成した。本

報告では，これらの資料の内容を紹介するとともに，今

後の事業実施の留意点について述べる。 

* 元島根県中山間地域研究センター，主任研究員 

－31－



Ⅱ 先行研究 

 地域サポート人ネットワーク全国協議会（以下，「サポ

ート人ネット」とする）は，全国の集落支援員や地域お

こし協力隊，受入側リーダーなどを「地域サポート人」

と定義し，これらの「地域サポート人」に対する情報の

交換や共有，研修の場の提供，専門的助言及び，国・県・

町への要望などを行っている〔4〕。 

サポート人ネットでは，全国の多様な事例を見てきた

有識者連「知恵袋の会」の手により，外部人材の導入を

行う自治体・地域向けに，「公募」「導入後の運用」の 2

つのチェック・リストを作成・公表している。チェック・

リストの項目は，行政・地域内の認識共有，地域・行政

の主体性・当事者意識，事業の具体化（活動内容・人物

像・体制・活動範囲・体制など），活動状況の確認や活動

サポート，日常生活のサポート，任期後の定住や地域の

活動の継続性についてのフォローなどとなっている〔5〕。 

各項目には解説が付いており，外部人材を活用するう

えでの課題を理解していくことができる構成となってい

る。内容は「外部人材の活用」を行う場合に広く当ては

まり，様々な事例に活用できる資料となっているが，そ

の反面やや総論的であり，初めて協力隊の実務にあたる

担当者には，現場の様子が伝わりづらいとも考えられる。  

 

Ⅲ 作成した資料の内容及び要点 

１．地域おこし協力隊受入の七カ条 

１）作成の経緯 

島根県内の協力隊員の声を生かし，課題を具体的に例

示しながら対応方策を整理したのが「地域おこし協力隊

受入の七カ条」（以下，「七カ条」とする）である〔6〕，〔7〕。 

島根県では，平成 22年度から地域おこし協力隊や集落

支援員などを対象とした交流会や研修会を開催している。

平成 24年 6月に開催した交流会では，「地域おこし協力

隊員・受入地域・行政の三者の協働体制はどのようにあ

るべきか」をテーマとしてワークショップを行った。こ

のワークショップでは「どんなことで苦労したか」「この

時自分はどうすればよかったか」など，様々な意見が出

され，活発な議論が行われた。 

七カ条はこのワークショップの結果を受けて，平成

22-23 年度の協力隊などへの聞き取り調査で得られた知

見を加味し，当センター研究員 3名（藤田・中山・吉田）

のブレインストーミングにより作成したものである。 

２）作成のポイント 

 七カ条は①行政の中での受入体制，②協力隊の配置，

③仕事内容の摺合せ，④地域の主体性，⑤地域との関係

づくり，⑥生活条件の整備，⑦定住の見通し，の 7項目

で構成した。特徴は，行政・地域・協力隊員の 3者の立

場それぞれの対応すべき点を挙げたことである。例えば，

「地域との関係作り」については，行政へは隊員に地域

のキーマンを紹介する，都会と地域の常識の違いを事前

にレクチャーするなどの対策を，地域へは世話役が地域

内に紹介する，祭りやサークルなどの地域の活動に誘う

などの対策を，隊員へは積極的に地域へ出向く，地域の

人や組織を図式化して理解するなどの対策をそれぞれ求

めている。 

３）成果と課題 

協力隊員がワークショップ形式で話し合うことで，現

場の生の声を反映させた課題の洗い出しと解決策の提示

を行うことができたと考えられる。また，七カ条の作成

後２年が経過し，協力隊の活動内容はさらに多様化して

いるが，協力隊員からは当時と同質の悩みを聞くことが

多くあり，現在でも七カ条は有用なものと考えられる。

しかし，七カ条作成当時と同様の課題が現在も見られる

と言うことは，この間に課題への対応が十分に進んでい

ないことを示唆していると言えよう。 

 

２．地域おこし協力隊の先輩が後輩に伝えたい「心得集」 

１）作成の経緯 

 協力隊事業の課題解決が進まない要因は様々考えられ

るが，一つには，新しく着任した協力隊員がすでに活動

している協力隊員から直接話を聞く機会が少ないことが

考えられる。そこで，協力隊員のノウハウ・工夫を蓄積

し，伝えていくための資料として作成したのが「地域お

こし協力隊の先輩が後輩に伝えたい『心得集』」（以下，

「心得集」とする）である〔8〕。  

作成にあたっては，行政や配属先地域・組織と連携を

取りながら活動を円滑に進めているとみられる協力隊員

に聞き取りを行った。作成は当センター客員研究員の清

水とともに行い，全体企画を藤田，項目出しを藤田・清

水，活動の工夫についての聞き取り調査及び執筆を清水

が主に担当した。 
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２）作成のポイント 

 地域おこし活動は，その活動が外部から「させられた」

あるいは外部の者が行ったのでは，持続的なものになり

にくい。持続的な活動としていくためには，住民が自ら

の問題として主体的に取り組むことが重要である。地域

おこし協力隊の場合，協力隊員は地域に居住する住民と

なるが，必ずしも地域に残るわけではなく，残る場合も

何らかの生計を立てる仕事に就くため協力隊で行ってい

た活動を継続できない可能性もある。そのため，協力隊

員のみの活動ではなく，地域住民を巻き込んだ活動に展

開していくことが肝要となる。さらに，外部人材である

協力隊員を触媒（きっかけ）として，地域住民の主体的

な意識が高まり，住民自らの活動としていくよう工夫し

ていくことが望まれる。これに関して稲垣(2013)は，復

興支援員の事例に基づき，外部人材によるサポートは地

域住民の主体性を引きだす段階を踏んでからでなければ

活動が進みにくいことを示した。稲垣はこれを基に，ま

ず住民の不安や悩みに寄り添う活動をベースに地域住民

を主体的・開放的な意識・やればできるという思いを持

った住民へと転換させていく「足し算のサポート」から，

主体的な住民自らが事業を進めていく仕組づくりである

「掛け算のサポート」へと段階を踏んでいくべきと述べ

ている。 

そこで，心得集では，協力隊と言う外部人材が進める

地域おこし活動においては，まず地域の方々との人間関

係を構築し，次にニーズを把握し，そして地域の人たち

を主役に活動を進めていく流れを念頭に置いて構成した。

構成は，①地元の方との付き合い方，②仕事の組み立て

方・進め方，③地元の方に主体的に活動してもらうため

に，④行政との付き合い方，⑤3 年後の進路，とした。

なお，記述は後輩協力隊員の悩みに，先輩協力隊員が答

えると言う Q＆A形式とした。 

３）課題  

心得集は協力隊の研修時などに印刷・配布を行うほか，

ホームページにて公表しており，誰でも閲覧・複製可能

としている。今後も，新規に着任する協力隊員などに広

く周知し，各協力隊員が活動を円滑に進めるのに役立て

てもらいたいと考えている。 

 一方，協力隊事業の課題を根本的に解決するには，協

力隊員側の対策だけでは限界がある。事業を設計する自

治体および，協力隊の配属先地域・組織側の対策も必要

不可欠と考えられる。 

 

３．地域おこし協力隊導入のチェックポイント 

１）作成の経緯 

 自治体および配属先地域・組織向けに，事業の導入や

見直しに活用できる資料として，「地域おこし協力隊導入

のチェックポイント」(以下，「島根版チェックポイント」)

とする）を作成した。これは，主に島根県内の地域おこ

し協力隊活用事例を基に，自治体および配属先地域・組

織向けに，事業の設計と運用のポイントを整理した資料

である。これから事業の導入を考えている，あるいは，

導入済みだが課題があり見直しを検討している自治体・

地域・組織に活用してもらいたいと考えている。 

２）作成のポイント 

 島根版チェックポイントの構成は，①事業設計のポイ

ント，②配属先の調整のポイントの 2部構成とした。 

①事業設計のポイントは主に自治体での活用を想定し

ているが，配属先とも話し合いを進めて問題意識を共有

し，理解を深めてもらいたいと考えている。構成は，目

的，活動類型，配置場所，配置人数の 4つの視点と，そ

の他のポイントとした。協力隊事業は定住推進と地域お

こしを同時にねらったものであるが，完全にはこの二つ

は両立しないと考えられる。そこで，第一の視点「目的」

では，協力隊導入時にどちらをより重視するかを明確に

したうえで，活動の進め方や人材募集などを考えること

が重要であることを記した。①事業設計のポイントでは，

これらの他，事業の大枠を設計する際の留意点をまとめ

た。 

②配属先の調整のポイントは，協力隊の実際の活動を

円滑に進める上でのポイントを示したものである。配属

先の地域・団体の方々にはここを特に理解して頂きたい

と考えている。②の構成も 4つの視点とした。第一の視

点「一部のリーダー層だけで協力隊の導入を決めていな

いか？」では，地域内の合意形成の状況を確認できるよ

うに整理した。これは，一部のリーダー層だけで協力隊

の導入を決め，隊員着任時に地域・組織内で十分に理解

が図られていないために活動がうまくスタートできない

事例があると考えられたためである。第二の視点は業務

に関する受入体制とした。第三の視点は，協力隊は地域
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内に暮らしを営みながら活動をするのが特徴であること

から，暮らし面の受入体制とした。さらに，第四の視点

は定住に向けたサポート体制とした。任期後の定住につ

いては，行政だけではなく配属先でも配慮をしていくこ

とが必要と考えられる。 

 前述したサポート人ネットのチェック・リストと異な

るのは，認識の共有や主体性・当事者意識といった点を

挙げなかったことである。これらの点は根本的で重要で

あるが，自己評価が難しいと考えられたためである。そ

こで，客観的に評価しやすい点を項目立てするように工

夫した。また，行政職員の利用を考え，事業設計上のノ

ウハウを多く盛り込むようにした。 

 島根版チェックポイントは作成したばかりであり，今

後，自治体および地域・団体などへ広く周知していきた

い。本論文末尾にも掲載するので，様々な地域で活用し

てもらいたいと考えている。 

 

Ⅳ まとめ 

 協力隊の活動は属人的な面が大きく，担当者及び協力

隊員の意欲や関心に成果が大きく左右される。そのため，

協力隊員及び配属先地域・組織ごとのきめ細かなフォロ

ーが欠かせない。これまでの事例の蓄積を基に，入念に

事業を設計し，フォローを進めていくことが望まれる。

そのためにこれらの資料が資すれば幸いである。 

 

引用文献 
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地域おこし協力隊推進要綱（平成 21年 3月 31日） 

〔2〕平成 25年 6月末までに任期を満了した協力隊員の 

 

 

 

 

 

 

うち，同一市町村内に引き続き住んでいる者の割合は

48％である。（総務省（2014）平成 25年度地域おこし

協力隊の定住状況等に係るアンケート結果） 

〔3〕平成 25年 3月 31日までに任期満了した協力隊員の

うち，同一市町村内に住んでいるものの割合は，36％
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暮らし推進課（2014）業務資料） 

〔4〕地域サポート人ネットワーク全国協議会のホームペ
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粋（2015/2/14ダウンロード）。 

〔5〕地域サポート人ネットワーク全国協議会（2014）「地

域おこし協力隊」をはじめとした外部人材の公募にむ

けたチェック・リスト及び，同（2014）「地域おこし

協力隊」をはじめとした外部人材の導入後の運用に関

するチェック・リスト 

〔6〕島根中山間セ研 HPに掲載。地域おこし協力隊受入

の七カ条（http://www. pref.shimane. lg.jp/admin/ 

region/chiiki/chusankan/go_on/jinzai.data/nanak

ajyo.pdf）および地域おこし協力隊受入の七カ条の解

説（http://www.pref.shimane.lg.jp/admin/ region/ 

chiiki/chusankan/go_on/jinzai.data/nanakajyo_po

int.pdf） 

〔7〕当時「受入」と言う言葉を用いられることが多く，

七カ条作成時はこれを用いた。しかし，「受入」は対

等な関係を示しておらず適切でないと考えられるた

め，心得集以降では，導入や配置，配属と言う言葉を

用いるようにした。 

〔8〕島根中山間セ研 HPに掲載。地域おこし協力隊の先

輩が後輩に伝えたい「心得集」（http://www.pref.shi 

mane.lg.jp/admin/region/kikan/chusankan/chiiki/

tool_box/kokoroe.data/H26chiiki.pdf） 
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内に暮らしを営みながら活動をするのが特徴であること

から，暮らし面の受入体制とした。さらに，第四の視点

は定住に向けたサポート体制とした。任期後の定住につ

いては，行政だけではなく配属先でも配慮をしていくこ

とが必要と考えられる。 

 前述したサポート人ネットのチェック・リストと異な

るのは，認識の共有や主体性・当事者意識といった点を

挙げなかったことである。これらの点は根本的で重要で

あるが，自己評価が難しいと考えられたためである。そ

こで，客観的に評価しやすい点を項目立てするように工

夫した。また，行政職員の利用を考え，事業設計上のノ

ウハウを多く盛り込むようにした。 

 島根版チェックポイントは作成したばかりであり，今

後，自治体および地域・団体などへ広く周知していきた

い。本論文末尾にも掲載するので，様々な地域で活用し

てもらいたいと考えている。 

 

Ⅳ まとめ 

 協力隊の活動は属人的な面が大きく，担当者及び協力

隊員の意欲や関心に成果が大きく左右される。そのため，

協力隊員及び配属先地域・組織ごとのきめ細かなフォロ

ーが欠かせない。これまでの事例の蓄積を基に，入念に

事業を設計し，フォローを進めていくことが望まれる。

そのためにこれらの資料が資すれば幸いである。 
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〔2〕平成 25年 6月末までに任期を満了した協力隊員の 

 

 

 

 

 

 

うち，同一市町村内に引き続き住んでいる者の割合は

48％である。（総務省（2014）平成 25年度地域おこし

協力隊の定住状況等に係るアンケート結果） 

〔3〕平成 25年 3月 31日までに任期満了した協力隊員の

うち，同一市町村内に住んでいるものの割合は，36％

である。また，平成 26年 3月末までに任期満了また

は任期途中で離職した協力隊員が，同一市町村内に引

き続き住んでいるものの割合は 38%である。（しまね

暮らし推進課（2014）業務資料） 

〔4〕地域サポート人ネットワーク全国協議会のホームペ

ージ（https://support-jin.jp/about.html）から抜

粋（2015/2/14ダウンロード）。 

〔5〕地域サポート人ネットワーク全国協議会（2014）「地

域おこし協力隊」をはじめとした外部人材の公募にむ

けたチェック・リスト及び，同（2014）「地域おこし

協力隊」をはじめとした外部人材の導入後の運用に関

するチェック・リスト 

〔6〕島根中山間セ研 HPに掲載。地域おこし協力隊受入

の七カ条（http://www. pref.shimane. lg.jp/admin/ 

region/chiiki/chusankan/go_on/jinzai.data/nanak

ajyo.pdf）および地域おこし協力隊受入の七カ条の解

説（http://www.pref.shimane.lg.jp/admin/ region/ 

chiiki/chusankan/go_on/jinzai.data/nanakajyo_po

int.pdf） 

〔7〕当時「受入」と言う言葉を用いられることが多く，

七カ条作成時はこれを用いた。しかし，「受入」は対

等な関係を示しておらず適切でないと考えられるた

め，心得集以降では，導入や配置，配属と言う言葉を

用いるようにした。 

〔8〕島根中山間セ研 HPに掲載。地域おこし協力隊の先

輩が後輩に伝えたい「心得集」（http://www.pref.shi 

mane.lg.jp/admin/region/kikan/chusankan/chiiki/

tool_box/kokoroe.data/H26chiiki.pdf） 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
導
入
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
 

 
平
成

27
年
２
月

 
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

 
主
任
研
究
員
 
藤
田
容
代

 
 本
資
料
の
ね
ら
い
・
使
い
方
 
 

 
本
資
料
は
、
主
に
島
根
県
内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
例
を
基
に
、
自
治
体
お
よ
び
配
属
先
地
域
・
組
織
向
け
に
、
事
業

の
設
計
お
よ
び
運
用
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
事
業
の
導
入
を
考
え
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
す
で
に
導
入

し
て
い
る
が
課
題
が
あ
り
見
直
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
自
治
体
・
地
域
・
組
織
の
皆
さ
ま
に
、
ご
活
用
い
た
だ
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

 
 
１
「
事
業
設
計
の
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
事
業
の
大
枠
を
設
計
す
る
際
に
使
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
主
に
自
治
体
で
の
活
用
を

想
定
し
て
い
ま
す
が
、
配
属
先
と
も
話
し
合
い
を
進
め
、
こ
の
段
階
か
ら
事
業
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
２
「
配
属
先
の
調
整
の
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
協
力
隊
の
実
際
の
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
も
の
で
す
。

配
属
先
の
地
域
・
団
体
の
方
々
に
は
こ
こ
を
特
に
理
解
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
  １
．
事
業
設
計
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
 

 
事
業
の
大
枠
の
設
計
す
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
４
つ
の
重
要
な
視
点
と
そ
の
他
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
留
意
点
を
確
認
し
た
う
え
で
、

5
ペ
ー
ジ
目
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
て
ご
自
身
の
地
域
で
の
状
況
を
記
入
・

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 視
点
①
 
目
的
 
～
地
域
お
こ
し
と
定
住
を
分
け
て
考
え
る
～
 

協
力
隊
は
、「
地
域
お
こ
し
」
と
「
過
疎
地
へ
の
定
住
促
進
」
を
同
時
に
ね
ら
っ
た
事
業
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

2
つ
の
目
的
は
自
然
に
両
立
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
た
め
の
活
動
は
す
ぐ
に
は
任
期
後
の
収
入
に
結
び
付

か
な
い
た
め
、
定
住
志
向
が
強
す
ぎ
る
と
、
地
域
お
こ
し
の
活
動
が
二
の
次
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
、「
地
域

お
こ
し
」活
動
に
専
念
す
る
と
、任
期
後
の
見
通
し
が
い
つ
ま
で
も
立
て
ら
れ
ず
に
時
間
が
過
ぎ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
地
域
お
こ
し
」
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
地
域
住
民
と
ぶ
つ
か
り
人
間
関
係
が
悪
く
り
、
定
住
希
望
の
隊
員
で
あ
っ
て

も
、
地
域
に
い
づ
ら
く
な
る
状
況
が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
 
一
方
、
応
募
す
る
人
材
側
の
定
住
志
向
の

強
さ
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
 
定
住
と
地
域
お
こ
し
は
ま
ず
分
け
て
考
え
、
協
力
隊
導
入
の
目
的
を
明
確
に
し
、
活
動

の
進
め
方
や
人
材
募
集
な
ど
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 
  

「
地
域
お
こ
し
」
に
関
す
る
検
討
事
項

 
定
住
を
重
視
す
る
場
合
の
検
討
事
項

 

目
的

 
・「
地
域
お
こ
し
」
の
協
力
の
対
象
は
ど
ん
な
地

域
・
組
織
で
、
主
体
性
は
ど
の
程
度
あ
る
か
？

 
・
現
在
の
課
題
と
協
力
隊
へ
の
期
待
は
？

 

・
定
住
に
よ
り
期
待
す
る
効
果
は
何
か
？

 
・
任
期
後
の
仕
事
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定

す
る
か
？

 

活
動

 
設
定

 
・
地
域
・
組
織
へ
の
働
き
か
け
の
仕
方
・
協
力
隊

の
役
割
・
位
置
づ
け
等
を
設
定

 
・
集
落
活
動
の
担
い
手
・
産
業
の
担
い
手
等
、

狙
い
に
沿
っ
た
活
動
を
設
定

 

フ
ォ
ロ
ー

 
・
地
域
・
組
織
の
主
体
的
な
活
動
に
な
る
よ
う
工

夫
し
て
い
く
⇒
任
期
後
に
協
力
隊
が
地
域
を
離

れ
た
場
合
で
も
、
活
動
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
。

 

・
副
業
や
、
勤
務
時
間
内
の
収
益
活
動
・
定
住

の
た
め
の
活
動
を
柔
軟
に
認
め
る
方
が
良
い

 
・
定
住
の
た
め
の
資
格
取
得
等
を
活
動
経
費
に

認
め
る
こ
と
も
検
討

 

 視
点
②
 
活
動
類
型
 

活
動
内
容
を
大
別
す
る
と
次
の

4
つ
に
類
型
化
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
進
め
る
上
で
、
次
の
よ
う
な
事
項
に

留
意
が
必
要
で
す
。

 
 活
動
類
型

 
留
意
点

 

生
活

 
サ
ポ
ー
ト
型

 
• 
地
域
住
民
に
依
存
心
が
生
ま
れ
、
導
入
前
よ
り
も
地
域
力
が
落
ち
る
可
能
性
が
有
る

 
• 
住
民
側
が
「
協
力
隊
に
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
て
当
た
り
前
」
に
な
り
、
逆
に
、
出
来
な
い

こ
と
を
取
り
上
げ
て
不
満
の
声
が
で
や
す
い

 
• 
長
期
的
な
目
線
で
の
戦
略
的
活
動
が
行
い
に
く
い

 
• 
あ
れ
も
こ
れ
も
と
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
隊
員
が
業
務
過
多
に
な
り
や
す
い

 
• 
定
住
に
直
結
す
る
活
動
が
進
め
に
く
い

 

研
修
型

 
• 
農
業
・
産
業
部
局
等
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
・
連
携
体
制
が
必
要

 

課
題
解
決
型

 
• 
課
題
解
決
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
必
要
（
隊
員
の
み
に
丸
投
げ
に
し
な
い
）

 
• 
事
業
内
容
の
具
体
的
な
落
と
し
込
み
が
必
要
（
大
目
標
に
対
し
て
、
ま
ず
は
ど
の
よ

う
な
活
動
を
進
め
て
行
く
か
）

 

問
題
発
見
・

 
提
案
型

 
• 
問
題
発
見
の
た
め
の
「
地
域
を
知
る
」
ス
テ
ッ
プ
を
作
ら
な
い
と
、
地
域
の
現
実
か

ら
か
い
離
し
た
提
案
に
な
る

 
• 
提
案
を
検
討
・
実
現
す
る
流
れ
が
明
確
で
な
い
と
、「
提
案
し
て
も
通
ら
な
い
」
と

不
満
が
生
じ
る

 
• 
提
案
を
受
け
る
側
の
実
行
力
・
包
容
力
が
問
わ
れ
れ
る

 
• 
隊
員
の
任
期
後
も
提
案
事
業
を
継
続
す
る
に
は
、
配
属
先
の
主
体
性
が
重
要

 

※
 
本
表
は
単
純
化
し
て
整
理
し
て
い
ま
す
。
検
討
時
に
は
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
地
域
の
問
題
発
見
・
解
決

を
図
る
、
当
面
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
根
本
的
な
問
題
発
見
を
図
る
な
ど
、
組
み
合
わ

せ
も
含
め
て
活
動
内
容
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
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 視
点
③
 
配
置
場
所
 

 
協
力
隊
の
導
入
に
あ
た
っ
て
ま
ず
決
め
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
ど
こ
に
隊
員
を
配
置
す
る
か
（
基
本
的
な
勤
務
場
所
お
よ

び
指
示
系
統
）
で
す
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
に
は
下
表
の

3
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
、「
給
料
の

要
ら
な
い
職
員
」「
行
政
の
通
常
業
務
の
人
員
不
足
の
補
て
ん
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
目
先
の
作
業
だ
け
で
は
な
く
、

長
期
的
目
線
で
の
戦
略
的
な
活
動
を
行
え
る
環
境
（
配
属
先
の
理
解
）
を
整
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
問
題

発
見
型
の
活
動
の
場
合
は
特
に
、
協
力
隊
が
課
題
解
決
の
提
案
を
す
る
場
合
の
相
手
が
い
る
か
ど
う
か
も
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。
目
的
・
活
動
内
容
に
応
じ
て
、
勤
務
形
態
を
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
配
置
場
所

 
留
意
点

 

役
所

 
（
本
庁
・
支
所
等
） 

• 
行
政
担
当
者
と
の
意
思
疎
通
の
機
会
が
多
い
。
施
策
へ
反
映
が
し
や
す
い

 
• 
一
方
、
自
治
体
の
本
来
業
務
の
補
助
業
務
に
陥
る
場
合
も
あ
る

 
• 
「
田
舎
暮
ら
し
」
志
向
の
隊
員
の
場
合
、
イ
メ
ー
ジ
か
ら
遠
く
な
る

 

地
域

 
• 
地
域
の
課
題
が
最
も
身
近
に
わ
か
り
、
直
接
的
に
地
域
課
題
に
対
応
で
き
る

 
• 
一
方
、
地
域
に
隊
員
を
囲
い
込
む
気
持
ち
が
う
ま
れ
や
す
い
、
地
域
外
の
仕
事
が
認
め
ら

れ
に
く
い
、
定
住
に
向
け
た
活
動
へ
の
理
解
が
地
域
住
民
か
ら
得
に
く
い
等
の
課
題
が
発

生
し
や
す
く
、
地
域
住
民
の
意
識
や
隊
員
の
活
動
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要

 

事
業
体
配
置

 
• 
任
期
後
の
雇
用
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る

 
• 
一
方
、
給
料
の
い
ら
な
い
従
業
員
と
し
て
人
手
不
足
の
補
て
ん
に
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
、
事
業
体
・
隊
員
と
緊
密
な
状
況
共
有
が
必
要
。

 
※
 
着
任
後

1
か
月
程
度
役
所
で
の
勤
務
を
し
て
か
ら
地
域
へ
配
置
、
役
場
に
出
勤
し
て
か
ら
地
域
に
出
動
等
、
組
み

合
わ
せ
て
の
配
置
を
工
夫
し
て
い
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

 
 視
点
④
 
配
置
人
数
 

 
協
力
隊
員
の
配
置
人
数
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
、
起
こ
り
う
る
事
態
を
想
定
し
て
対
応
を
工
夫
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
課
題
を
カ
バ
ー
す
る
方
法
を
例
示
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
を
進
め
て
く
だ

さ
い
。

 
配
置
人
数

 
留
意
点

 
カ
バ
ー
す
る
方
法
（
例
）

 

1
人
配
置

 
地
域
で
孤
立
感
を
感
じ
や
す
い

 
地
域
内
の
同
世
代
の
友
人
や
、
他
地
域
の
協
力
隊
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
れ
る
よ
う
に
紹
介
す
る
（
交

流
会
等
）

 

2
人
配
置

 
属
性
（
性
別
・
年
齢
な
ど
）
が
近
い
と
、

2
人
の
隊
員
が
比
較
さ
れ
、
ど
ち
ら
か
の
評
価

が
著
し
く
低
く
な
り
や
す
い

 

片
一
方
に
肩
入
れ
せ
ず
、
行
政
職
員
や
地
域
リ
ー
ダ

ー
は
中
立
的
な
評
価
・
言
動
に
努
め
る

 

3
人
以
上

 
配
置

 
隊
員
内
で
派
閥
が
で
き
や
す
い

 
協
力
隊
だ
け
で
活
動
が
で
き
る
た
め
、
地
域

と
の
関
係
構
築
の
努
力
が
薄
く
な
る
場
合
が

あ
る

 

隊
員
内
の
人
間
関
係
に
気
を
配
り
、
早
期
に
対
応
す

る
 

複
数
地
区

 
複
数
名
対
応

 
複
数
地
区
の
依
頼
が
重
な
る
場
合
が
あ
る

 
チ
ー
ム
で
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
す
る

 

 

 そ
の
他
の
ポ
イ
ン
ト
 

①
 
協
力
隊
の
身
分
・
社
会
保
険
等
 

協
力
隊
員
の
身
分
は
、
自
治
体
の
特
別
職
、
一
般
職
、
雇
用
関
係
な
し
の
３
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
非
常
勤
の
嘱
託
職
員
は
特
別
職
と
考
え
ら
れ
，
地
方
公
務
員
法
の
服
務
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
，
法
的
に
は
副
業

が
可
能
で
す
。
こ
の
形
態
を
と
る
自
治
体
が
多
い
よ
う
で
す
。

 
通
常
の
職
員
と
勤
務
日
数
、
勤
務
時
間
を
同
程
度
と
し
て
、
常
勤
の
嘱
託
職
員
・
一
般
職
と
す
る
自
治
体
も
見
ら
れ
ま

す
。
一
般
職
の
場
合
、
服
務
規
定
が
適
用
さ
れ
、
副
業
が
原
則
不
可
と
な
り
ま
す
。

 
非
常
勤
・
常
勤
と
も
、
労
働
時
間
・
日
数
等
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
労

災
や
雇
用
保
険
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

 
「
雇
用
関
係
無
し
」
と
す
る
自
治
体
も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
副
業
は
可
と
な
り
ま
す
が
、
医
療
保
険
・
年
金
は

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
と
な
り
、
労
災
や
雇
用
保
険
も
適
用
外
と
な
り
ま
す
。

 
協
力
隊
員
は
任
期
が

3
年
間
で
あ
り
、
任
期
後
も
地
域
に
残
る
希
望
が
あ
る
場
合
、
生
業
の
確
保
が
必
須
で
す
。
そ
の

場
合
、
任
期
満
了
後
に
新
た
な
生
業
を
始
め
る
の
で
は
、
生
計
を
立
て
ら
れ
る
収
入
を
得
ら
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
任
期
中
か
ら
助
走
期
間
と
し
て
副
業
を
開
始
で
き
る
体
制
の
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
活
動
内
容
や
任
期
後
の
定
住
の
可
能
性
、
社
会
保
険
等
の
条
件
を
考
慮
し
て
、
隊
員
の
身
分
を
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。

 
 
そ
の
他
、
協
力
隊
員
の
勤
務
態
度
・
状
況
が
悪
い
場
合
の
指
導
・
解
職
な
ど
の
対
応
も
、
事
前
に
検
討
し
て
お
く
方

が
良
い
で
し
ょ
う
。

 
 ②
 
報
償
費
 

ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
、
報
償
費
の
上
限

20
0
万
円
前
後
に
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
自
治
体
の
上
乗
せ
を
行
い
、

20
0

万
円
を
超
え
て
報
酬
を
支
払
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
他
の
嘱
託
職
員
の
給
与
や
、
従
来
の
農
業
研
修

生
の
手
当
に
準
ず
る
等
の
た
め
、
月
額

12
万
円
程
度
に
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
日
額
を
設
定
し
、
勤
務
日
数
に
応

じ
て
支
払
う
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

 
 ③
 
活
動
費
 

公
用
車
・
住
居
手
当
等
の
待
遇
に
差
が
あ
り
、
実
質
の
隊
員
の
負
担
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。
車
を
持
っ
て
い
な
い
応

募
者
も
多
く
、公
用
車
を
私
用
利
用
で
き
る
ル
ー
ル
を
持
つ
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。公
用
車
を
私
用
利
用
で
き
る
場
合
、

運
転
簿
を
付
け
て
私
用
の
場
合
の
ガ
ソ
リ
ン
代
は
隊
員
か
ら
徴
収
す
る
等
の
ル
ー
ル
が
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

 
活
動
費
の
使
途
に
つ
い
て
不
満
を
持
つ
隊
員
も
多
い
よ
う
で
す
。
隊
員
に
予
算
・
執
行
状
況
を
伝
え
る
こ
と
で
、
お
互

い
に
予
算
執
行
に
理
解
を
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
年
度
の
予
算
立
て
を
、
担
当
職
員
だ
け
で
な
く
隊
員

と
と
も
に
行
う
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

 
 ④
 
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、転
職
と
転
居
を
同
時
に
行
う
の
で
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。実
際
、

こ
れ
ま
で
に
協
力
隊
を
導
入
し
た
自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
半
数
の
自
治
体
が
「
こ
れ
ま
で
に
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
上
で
問
題
や
気
が
か
り
な
事
例
が
あ
っ
た
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
気
づ
か
れ
ず
に
見
過
ご
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
実
際
は
さ
ら
に
多
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
隊
員
自
身
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上
の
こ
と
は
相
談
し
づ
ら
い

面
も
あ
る
た
め
、
自
治
体
側
か
ら
、
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
や
相
談
受
付
等
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
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事
業
設
計
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
 

 以
上
の
留
意
点
を
考
慮
し
、
次
の
チ
ェ
ッ
ク
表
に
事
業
の
設
計
を
整
理
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 
な
お
、
複
数
の
事
業
で
募
集
を
行
う
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
に
１
シ
ー
ト
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

 
  

ど
の
よ
う
な
形
に

 
決
め
た
か
、
そ
の

 
ね
ら
い
は
何
か

 

留
意
す
べ
き

 
ポ
イ
ン
ト
は

 
あ
る
か

 

必
要
な
対
策

 
（
フ
ォ
ロ
ー
）
は

 

導
入
目
的
、

 
定
住
・
地
域
お
こ
し
の

 
バ
ラ
ン
ス

 

 
 

 

活
動
類
型
、
活
動
内
容

 
 

 
 

配
置
場
所
、
指
示
系
統

 
 

 
 

配
置
人
数

 
 

 
 

協
力
隊
の
身
分

 
 

 
 

副
業
の
可
否

 
・
収
益
活
動
の
可
否

 
 

 
 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

 
フ
ォ
ロ
ー

 
 

 
 

    

２
．
配
属
先
の
調
整
の
ポ
イ
ン
ト

 
 
協
力
隊
の
実
際
の
活
動
を
進
め
る
上
で
は
、
配
属
先
と
の
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
配
属
先
と
の
調
整
で
大
事

な
4
つ
の
視
点
を
記
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
つ
い
て
確
認
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
点
を
例
示
し
ま
し
た
が
、

各
自
治
体
の
状
況
に
応
じ
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
項
目
を
検
討
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 視
点
①
 
一
部
の
リ
ー
ダ
ー
層
だ
け
で
協
力
隊
の
導
入
を
決
め
て
い
な
い
か
？
 

 

一
部
の
リ
ー
ダ
ー
層
だ
け
で
話
し
合
っ
て
協
力
隊
の
導
入
を
決
め
る
と
、着
任
後
に「
あ
れ
は
誰
」「
聞
い
て
い
な
い
」

な
ど
の
声
が
あ
が
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
募
集
要
項
に
記
載
さ
れ
た
活
動
を
行
う
た
め
の
地
域
・
組
織
内
の
体
制
が
で

き
て
い
な
け
れ
ば
、
活
動
が
円
滑
に
行
え
ま
せ
ん
。

 
 
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
地
域
・
団
体
内
で
、
事
前
に
話
し
合
い
、
協
力
隊
導
入
の
目
的
や
期
待
す
る

こ
と
、
協
力
隊
に
対
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 
 地
域
内
合
意
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
例
）
 
 
下
記
の
項
目
を
参
考
に
、
受
入
体
制
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

 
チ
ェ
ッ
ク
項
目

 
実
施
状
況
・
方
法

 

地
域
内
合
意

の
状
況

 
行
政
か
ら
地
域
・
団
体
へ
の
説

明
会
の
開
催

 
 

地
元
で
の
話
し
合
い
の

 
開
催

 
 

地
元
住
民
へ
の
周
知

 
 

地
域
内
合
意

の
内
容

 
協
力
隊
導
入
の
ね
ら
い

 
 

協
力
隊
の
位
置
づ
け

 
（
役
割
・
勤
務
形
態
等
）

 
 

地
域
の
現
状
と
課
題

 
 

地
域
・
組
織
で
今
後

 
取
り
組
み
た
い
こ
と

 
 

そ
の
中
で
の
協
力
隊
の

 
活
動
内
容

 
 

求
め
る
人
材
像
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 視
点
②
 
受
入
体
制
（
業
務
）
 

こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
隊
員
か
ら
は「
業
務
が
あ
い
ま
い
で
、着
任
当
初
何
を
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
」

と
い
っ
た
声
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
ま
す
。
ま
た
、「
提
案
し
て
も
通
ら
な
い
」「
活
動
の
目
標
を
話
し
合
う
場
が
な
い
」

な
ど
の
声
も
多
い
よ
う
で
す
。

 
 
協
力
隊
は
一
人
で
地
域
お
こ
し
の
活
動
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
活
動
を
行
う
体
制
を
整
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

 
 受
入
体
制

(業
務
）
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
例
）
 
 
下
記
の
項
目
を
参
考
に
、
受
入
体
制
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

 
チ
ェ
ッ
ク
項
目

 
実
施
状
況
・
方
法

 

隊
員
の
出
勤
場
所
に
常
勤
職
員
は
い
る
か
？

 
い
な
い
場
合
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
は
？

 
 

直
行
・
直
帰
の
場
合
の
ル
ー
ル
は
？

 
 

業
務
・
活
動
の
相
談
役
は
決
ま
っ
て
い
る
か
？

 
 

着
任
当
初
（
１
か
月
程
度
）
の
業
務
内
容
は
？

 
 

着
任
後
３
カ
月
程
度
で
の
業
務
の

 
目
線
合
わ
せ
の
場
を
設
け
て
い
る
か
？

 
 

定
常
的
な
会
議
の
場
を
予
定
し
て
い
る
か
？

 
 

報
告
・
連
絡
・
相
談
体
制
は
？

 
 

  
 

 視
点
③
 
受
入
体
制
（
暮
ら
し
面
）
 

活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
も
、
定
住
を
目
指
し
て
い
く
上
で
も
、
地
域
の
暮
ら
し
に
溶
け
込
め
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
す
。
し
か
し
、
地
域
で
の
暮
ら
し
の
常
識
と
都
会
で
の
常
識
の
違
い
に
戸
惑
い
を
感
じ
る

隊
員
も
多
い
よ
う
で
す
。
伝
え
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

 
 受
入
体
制

(暮
ら
し
）
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
例
）
 
下
記
の
項
目
を
参
考
に
、
受
入
体
制
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

 
チ
ェ
ッ
ク
項
目

 
実
施
状
況
・
方
法

 

住
ま
い
は
地
域
内
に
確
保
で
き
て
い
る
か
？

 
 

前
住
者
の
持
ち
物
が
あ
る
・
網
戸
が
な
い
な
ど
、
修
繕
や
説

明
・
理
解
が
必
要
な
事
柄
は
な
い
か
？

 
 

地
域
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
相
談
役
は
決
ま
っ
て
い
る
か
？

 
 

地
域
の
年
間
行
事
は
？

 
特
に
出
て
も
ら
い
た
い
行
事
は
？

 
 

守
っ
て
も
ら
い
た
い
き
ま
り
ご
と
は
？

 
 

 視
点
④
 
定
住
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
で
き
て
い
る
か
？
 

必
ず
し
も
地
域
で
の
定
住
を
考
え
て
い
る
隊
員
ば
か
り
で
は
な
い
で
す
が
、「
定
住
し
た
い
」
と
い
う
隊
員
に
は
本
気

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
、
隊
員
の
定
住
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
左
右
す
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
地
域
住

民
が
直
接
に
雇
用
を
用
意
す
る
こ
と
は
難
し
く
て
も
、
定
住
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
地
域
ぐ
る
み
で
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

 
 定
住
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
例
）
 
下
記
の
項
目
を
参
考
に
、
受
入
体
制
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い

 
チ
ェ
ッ
ク
項
目

 
実
施
状
況
・
方
法

 

定
住
に
向
け
た
研
修
の
受
講
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
？

 
 

副
業
を
認
め
る
か
？

 
※
 
自
治
体
担
当
者
へ
確
認
・
連
携

 
 

地
域
外
で
の
活
動
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
？

 
 

隊
員
が
任
期
後
も
定
住
す
る
場
合
、
住
ま
い
を
継
続
し
て

利
用
で
き
る
か
？
家
賃
は
ど
う
す
る
か
？

 
 

   
～
お
わ
り
に
～

 
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
外
部
人
材
の
力
を
「
地
域
お
こ
し
」
に
活
か
す
た
め
に
は
、
 
隊
員
・
地
域

ご
と
の
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
行
政
・
配
属
先
・
隊
員
等
関
係
者
間
で
随
時
状
況
を
確

認
し
、
話
し
合
い
を
行
い
、
活
動
の
方
向
性
や
課
題
等
を
共
有
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
信
頼
関
係
を
築
き
な

が
ら
活
動
を
進
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
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資料 

スギコンテナ苗の植栽功程と植栽 1 年後の成長 
 

岩田 若奈 

 

Amount of the Planting and the First Year of Growth Case of Container Seedlings 
 

IWATA Wakana  

 

要    旨 

 

2012～2013 年，県内 2か所に調査地を設け，スギコンテナ苗の植栽功程，植栽後の活着率および成長を

調査した。吉賀調査地において，コンテナ苗 1 本当たりの植栽時間は 31～42 秒であり，普通苗の植栽に

要した 58～72 秒の約 1/2 であった。金城調査地では，植栽時間のうち穴空け作業に多くの時間を費やし

たが，これは土壌中の礫によって作業効率が低下したことが原因であった。2 調査地へ植栽したコンテナ

苗の活着率はいずれも 90％以上と高かった。植栽後 1年間の樹高成長率は普通苗の 150％以上であったの

に対してコンテナ苗は約 130％にとどまり，一方で地際直径の肥大成長率は普通苗の約 140％に比べてコ

ンテナ苗は 160％以上となり，スギコンテナ苗の初期成長における特徴は樹高成長が比較的小さく，地際

直径の肥大成長は比較的大きいことが確認された。 

キーワード：スギ，コンテナ苗，植栽功程，活着，初期成長 

 

Ⅰ はじめに 

島根県では森林資源が成熟期を迎えており，主伐事業

を推進し，「伐って，使って，植えて，育てる」循環型林

業の確立を目指している。そのためには伐採後に再造林

を行う必要があるが，育林作業に含まれる造林・保育の

コストが高いことが課題となっている（林野庁，2013）。 

この課題への対応策の一つとして，マルチキャビティ

コンテナで育苗した苗（以下，コンテナ苗）の活用が注

目されている。コンテナ苗は根鉢に培土を付けたまま植

栽するため活着が良く，通年植栽が可能とされている（遠

藤，2007）。また，普通苗と異なり，専用の植栽器具で根

鉢ほどの穴を空けることで植栽でき，作業時間を削減で

きるとされている（岩井ら，2012）。 

本県では，2014 年から一部の事業体で試験的に生産が

開始されたが大量生産には至っておらず，県内でコンテ

ナ苗が植栽された事例は少ないため，作業効率や初期成

長に関する知見は蓄積されていない。そこで，本研究で

はスギコンテナ苗の植栽功程と植栽後の活着，成長を調

査し，コンテナ苗を活用する際の基礎資料とする。 

 

Ⅱ 調査方法 

１．調査地の概要 

鹿足郡吉賀町柿木村の町有林（以下，吉賀調査地）と

浜田市金城町波佐の民有林（以下，金城調査地）の 2 調

w 査地を設けた（図 1）。いずれも本県の西部地域に位置

し，標高は 600ｍ以上で，吉賀調査地は急傾斜地に 0.07ha

を，金城調査地は緩傾斜地に 0.68ha を設置した（表 1）。

また，植栽密度は地元事業体の方針に従い，吉賀調査地

は 3,000 本/ha，金城調査地では 2,000 本/ha とした。 

 

２．供試苗木 

植栽功程と成長調査における供試苗木をそれぞれ表 2，

3 に示す。吉賀調査地では植栽功程調査に広島県産のコ

ンテナ苗（写真 1）と岡山県産の普通苗を用い，成長調
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